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人の流れに基づく似た場所の可視化
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(1) 動機：近年スマートフォン等が広く利用されるようになり，携帯電話の基地局のデータやGPS，無線LAN，Bluetooth等を用いて人々の移動パタンを詳細に計測するシステムの研究が盛んになりつつある．人々の移動パタンを表すモビリティデータは，社会現象の科学的な分析や，都市空間のデザインにおいても重要な意味を持っており，大量のモビリティデータを目的に応じて分析・可視化する取組みが盛んに行なわれている．また，モビリティデータからユーザの環境（コンテクスト）についての情報を抽出すれば，ユーザの環境に適した有用情報を提供するサービスを構築できる可能性がある．しかしながら，モビリティデータに基づくユビキタスサービスの研究は比較的未開拓の分野である．
(2) アプローチ：モビリティデータから抽出したネットワーク構造を用いてコンテクスト情報を導出し，可視化する手法について述べる（浅見ほか，2015）．この手法を実際に大規模なモビリティデータに適用した結果を示し，都市における新たな情報提供サービスの可能性を議論する（木實ほか，2012）．
(3) 意義：都市における移動が作り出す集合的なパタンを考慮した都市情報サービスのデザインやコンテクストアウェアネス可能性を実現できる可能性を示唆する結果が得られている．特に，アドホックネットワークを用いた災害時の情報収集や散布においては，モビリティデータから得られたコンテクストを考慮した戦略的な情報のプロービングやインジェクションによって，地理空間上に情報空間を効果的に展開することが可能であると考えられる． 

(4) 特徴：
· モビリティデータセットを用いて，地理空間の各領域内に同時に存在した人の匿名のIDを求めることにより，人と場所，人と人，場所と場所の関係を計算することができる．
· コロケーションネットワークは，ソーシャルネットワーク分析におけるアフリエーションネットワークと同様の2モード構造を持っているため，アフィリエーションネットワークの手法に基づいてコロケーションネットワークを取り扱うことができる．
· 複雑なコロケーションネットワークを可視化する場合，場所のみ（あるいは人のみ）の関係を示したフラットな単モードネットワークに射影すれば，一般により単純で分かりやすい可視化を行いやすくなる． 
(5) 謝辞：東大CSIS共同研究No.306の成果の一部である．
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図1：東京都区部とその周辺地域の「似た場所」のクラスタ
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